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新
た
な
産
業
の
創
出
を
目
指

し
て

議
員
（
以
下
議
）
洋
上
風
力
発
電

事
業
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
「
ビ

ジ
ョ
ン
」）
の
策
定
の
背
景
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　

背
景
と
し
ま
し
て
、
市
の
人
口

が
平
成
27
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に

転
じ
た
こ
と
、
市
内
製
造
業
の
構

造
改
革
に
よ
り
今
後
若
年
層
の
転

出
者
増
加
が
予
測
さ
れ
、
地
域
経

済
の
悪
化
や
少
子
高
齢
化
が
加
速

す
る
こ
と
で
、
将
来
、
市
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
ま
ち
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
を
存
続
、
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
既
存
産

業
の
活
力
向
上
と
新
た
な
産
業
の

創
出
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

洋
上
風
力
発
電
の
経
済
効
果

と
鹿
嶋
市
の
優
位
性

議
な
ぜ
鹿
嶋
市
の
新
産
業
は
洋

上
風
力
発
電
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

洋
上
風
力
発
電
に
使
用
さ
れ
る

資
機
材
は
重
厚
長
大
な
た
め
、
そ

れ
ら
を
搬
入
・
保
管
・
仮
組
立
・

積
出
な
ど
を
担
う
大
き
な
港
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
鹿
島
港
は
令
和

２
年
９
月
に
国
土
交
通
大
臣
よ
り

基
地
港
湾
と
し
て
指
定
さ
れ
、
国

の
直
轄
事
業
と
し
て
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
に
総
額
94

億
円
か
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
基
地
港
湾
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
を
最
大
限
活
用
し
、
地
域
の

振
興
を
図
る
た
め
に
鹿
島
港
外
港

地
区
を
中
心
と
し
た
洋
上
風
力
関

連
産
業
の
立
地
集
積
な
ど
に
よ
る

総
合
支
援
拠
点
の
形
成
、
地
元
企

業
等
の
事
業
参
入
に
よ
る
新
た
な

雇
用
促
進
「
次
世
代
も
輝
く
雇
用

あ
る
鹿
嶋
」
を
目
指
し
て
地
域
の

活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

　鹿嶋市で2022年 12月に洋上風力発電
事業推進ビジョンが策定されました。
　市を取り巻く社会経済情勢の中、新た
な産業が生まれようとしています。
　日本国内で洋上風力発電設備の基地港
湾は４港指定され、そのうちの1つが鹿
島港であり、日本の最先端の産業に鹿嶋
市が挑戦します。
　今回は、そのビジョンの策定と事業の
推進を担う鹿嶋市経済振興部港湾振興課
洋上風力基地拠点推進室の加瀬崇室長に
お話しをお聞きしました。

特
集鹿嶋市×洋上風力

新
た
な
産
業

  「
洋
上
風
力
」の
ミ
ラ
イ

※ 2 ウィンドファーム…風力発電設備を集
         中的に設置した大規模な発電施設。

特
集
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え
て
い
ま
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
は
、
大
量
導

入
や
コ
ス
ト
の
低
減
が
可
能
で
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お

い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

主
力
電
源
化
に
向
け
た
切
り
札
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
洋
上
風
力
発
電
は
、

数
万
点
の
部
品
数
が
必
要
で
あ
り
、

事
業
規
模
は
数
千
億
円
で
あ
る
た

め
、
経
済
波
及
効
果
が
大
き
い
こ

と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

 

ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
に
つ
い
て

議
今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

国
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
１

０
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
２
０
４

０
年
ま
で
に
浮
体
式
を
含
め
て
３

０
０
０
～
４
５
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
案
件
形
成
を
「
洋
上
風
力
産

業
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
一
次
）」
と
し
て

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

県
は
、「
鹿
島
港
Ｃ※１
Ｎ
Ｐ
形
成

計
画
案
」
を
策
定
し
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、

洋
上
風
力
産
業
の
誘
致
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
市
の
策
定
し
た
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
上
位
計
画
で
あ
る
国
・

県
の
計
画
を
踏
ま
え
、
短
期
、
中

期
、
長
期
と
そ
れ
ぞ
れ
で
戦
略
を

立
て
ま
し
た
。

　

戦
略
１
と
し
て
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
「
総
合
支
援
拠
点
の
基
盤

づ
く
り
と
基
地
港
湾
機
能
の
強

化
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
内
容
と

し
て
は
、
鹿
島
港
の
優
位
性
を
最

大
限
活
用
し
、
基
地
港
湾
で
展
開

さ
れ
る
作
業
な
ど
を
地
元
企
業
が

受
注
し
、
実
績
や
技
術
を
積
み
上

げ
て
基
盤
を
つ
く
り
、
次
の
案
件

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

戦
略
２
と
し
て
、
２
０
２
５
年

か
ら
２
０
５
０
年
ま
で
に
「
鹿
嶋

市
・
神
栖
市
沖
ウ※２
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

の
形
成
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ウ
ィ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
を
誘
致
し
、
発
電

設
備
の
運
転
管
理
及
び
保
守
点
検

の
拠
点
、
人
材
育
成
の
拠
点
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠
点
、
観

光
へ
の
活
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

戦
略
３
と
し
て
、
２
０
３
０
年

か
ら
２
０
５
０
年
ま
で
に
「
浮
体

式
を
含
む
ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の

形
成
＆
拠
点
化
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
生
産
拠
点
、
輸
移
出
な
ど
に

よ
り
、
日
本
に
お
け
る
洋
上
風
力

発
電
の
総
合
支
援
拠
点
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
推
進
に
必
要
な
こ
と

議
ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

今
回
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
市
民
の

皆
様
、
企
業
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
受
入
体
制

と
推
進
体
制
、
市
内
企
業
と
市
外

企
業
の
融
合
や
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
調
整
な
ど

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
推
進
し
て
い

け
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洋
上
風
力
発
電
は
黎
明

期
で
あ
り
、
国
内
に
お
い
て
も
新

た
な
産
業
で
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
も
大

変
長
期
に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
て

ま
す
の
で
一
つ
一
つ
丁
寧
に
市
民

の
皆
様
と
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

基地港湾として整備が進められている鹿島港外港地区

鹿嶋市洋上風力発電事業
推進ビジョンはこちらから

（市 HP）

鹿嶋市洋上風力基地拠点推進室の加瀬室長

※ 1 ＣＮＰ…カーボンニュートラルポートの略。港湾において、水素・アンモニア等の次世代エネルギー
の大量輸入や貯蔵・利活用等、脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化や臨海部産業の集積等を通じ
て温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするもの。
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

市長から提出された議案　２件

議 案 第 5 0 号 令和４年度鹿嶋市一般会
計補正予算（第６号）

医療寄付講座開設に伴う寄付金について、債務負担行為を新たに設定するも
の。

原案
可決

報 告 第 ４ 号
専決処分について（令和
４年度鹿嶋市一般会計補
正予算（第５号））

歳入歳出それぞれ5億1,260万4,000円を追加し、総額251億157万7,000円と
する補正予算について、令和４年10月７日に専決処分を行ったため、地方自
治法第179条第３項の規定により、議会の承認を求めるもの。

原案
承認

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

市長から提出された議案　18件

議 案 第 5 1 号 令和４年度鹿嶋市一般会
計補正予算（第７号）

歳入歳出それぞれ5億9,240万9,000円を追加し、総額256億9,398万6,000円
とするもの。歳入の主なものとして、新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金などによる国庫支出金の増2億125万3,000円、財政調整基金繰
入金などによる繰入金の増9,679万9,000円、前年度繰越金の増2億5,880万
8,000円などを見込み、歳出の主なものとして、返還金などによる教育・保育
施設入所支援事業の増1億457万円、不適物処分委託料などによるごみ処理
施設管理経費の増3,585万1,000円、賄材料費などによる学校給食センター経
費の増3,274万円などを計上。また、債務負担行為について、給食調理委託
料、鹿島地方事務組合分担金（新可燃ごみ処理施設長期包括運営業務委託分）、
道路維持補修工事費、小中学校校務支援システム借上料について新たに設定。

原案
可決

議 案 第 5 2 号
令和４年度鹿嶋市国民健
康保険特別会計補正予算

（第１号）

歳入歳出それぞれ322万2,000円を追加し、総額68億1,698万4,000円とする
もの。歳入として、繰越金の増322万2,000円を見込み、歳出として、保険給
付費の増100万円、保健事業費の増11万1,000円、諸支出金の増211万1,000
円を計上。

原案
可決

議 案 第 5 3 号
令和４年度鹿嶋市後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出それぞれ7,875万6,000円を追加し、総額9億1,259万1,000円とする
もの。歳入として、後期高齢者医療保険料の増7,000万円、繰入金の増825万
6,000円、諸収入の増50万円を見込み、歳出として、後期高齢者医療広域連
合納付金の増7,825万6,000円、諸支出金の増50万円を計上。

原案
可決

議 案 第 5 4 号
令和４年度鹿嶋市介護保
険特別会計補正予算（第
２号）

歳入歳出それぞれ7,360万9,000円を追加し、総額47億4,834万4,000円とす
るもの。歳入として、国庫支出金の増1,601万8,000円、支払基金交付金の増
2,277万6,000円、県支出金の増1,139万8,000円、繰入金の増1,104万円、諸
収入の増1,237万7,000円を見込み、歳出として、総務費の増49万5,000円、
保険給付費の増9,673万9,000円、諸支出金の増24万1,000円、積立金の減2,386
万6,000円を計上。また債務負担行為について、高齢者等安心見守り事業委
託料について限度額を設定。

原案
可決

議 案 第 5 5 号
令和４年度鹿嶋市農業集
落排水特別会計補正予算

（第２号）

歳入歳出それぞれ210万7,000円を追加し、総額8,326万1,000円となするもの。
歳入として、一般会計繰入金の増39万5,000円、繰越金の増171万2,000円を
見込み、歳出として、農業集落排水費の増210万7,000円を計上。

原案
可決

医師確保のための債務負担行為などを
可決

新年度の行政組織改編案などを可決

11月16日、令和４年第１回臨時会が開催されました。市長から提出された２件の議案を審議しま
した。議決結果は次のとおりです。

12月１日～ 20日の20日間、令和４年第４回定例会が開催されました。市長から提出された18件の
議案や、議会へ提出された４件の請願及び陳情、委員会から提出された１件の意見書を審議しま
した。議決結果は次のとおりです。

11 月
臨時会

12 月
定例会

審査は
 ８ページ

議
案
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討論は  
  7 ページ

審査は  
  9 ページ

審査は  
  9 ページ

審査は  
  9 ページ

審査は  
  8 ページ

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

議 案 第 5 6 号
令和４年度鹿嶋市公共料
金等集合支払特別会計補
正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ1億1,247万7,000円を追加し、総額3億6,147万7,000円と
するもの。歳入として、繰替金収入の増 1億1,247万7,000円を見込み、歳出
として、集合支払費の増1億1,247万7,000円を計上。

原案
可決

議 案 第 5 7 号
令和４年度鹿嶋市下水道
事業会計補正予算（第２
号）

収益的収支については、既定の収入予算総額に、営業外収益2,013万6,000円
を追加し、総額14億5,365万5,000円と見込み、支出として、既定の支出予算
総額に、営業費用2,970万8,000円を追加し、総額14億3,798万3,000円を計上。
資本的収支については、既定の収入予算総額に、国庫補助金301万7,000円を
追加し、総額5億336万9,000円と見込み、支出として、既定の支出予算総額
から、建設改良費100万円を減額し、総額9億8,502万円を計上。

原案
可決

議 案 第 5 8 号 令和４年度鹿嶋市水道事
業会計補正予算（第２号）

収益的収支については、収入予算総額に増減はないが、既定の支出予算総額
に、営業費用589万5,000円を追加し、総額17億1,668万1,000円を計上。資
本的収支については、収入予算総額に増減はないが、既定の支出予算総額に、
建設改良費1,680万円を追加し、総額14億6,902万2,000円を計上。

原案
可決

議 案 第 5 9 号 鹿嶋市農業集落排水事業
の設置等に関する条例

令和５年４月１日から農業集落排水事業に地方公営企業法の財務規程等を適
用するため、条例を制定するもの。

原案
可決

議 案 第 6 0 号

鹿嶋市議会議員及び鹿嶋
市長の選挙における選挙
運動用ポスターの作成の
公費負担に関する条例及
び鹿嶋市議会議員及び鹿
嶋市長の選挙におけるビ
ラの作成の公費負担に関
する条例の一部を改正す
る条例

公職選挙法施行令の改正により、選挙運動用ポスター等の作成に係る国政選
挙の基準の限度額が最近における物価の変動等を踏まえて引き上げられたこ
とに準じ、本市の公費負担についても限度額を引き上げるため、条例の一部
を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 6 1 号

鹿嶋市職員の給与に関す
る条例及び鹿嶋市一般職
の任期付職員の採用及び
給与の特例に関する条例
の一部を改正する条例

民間給与との較差是正のための人事院勧告及び国家公務員に係る一般職の給
与に関する法律改正に準じて給料及び勤勉手当の引上げを行うため、関連す
る条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 6 2 号
鹿嶋市特別職の職員の給
与並びに旅費及び費用弁
償に関する条例の一部を
改正する条例

一般職の職員に準じて市長等の期末手当の引上げを行うため、条例の一部を
改正するもの。

原案
可決

議 案 第 6 3 号 鹿嶋市行政組織条例の一
部を改正する条例

令和５年４月の行政組織改編に伴い、市長の権限に属する事務を処理させる
部等の名称及び事務分掌を改めるため、条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 6 4 号
鹿嶋市会計年度任用職員
の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正す
る条例

常勤職員に準じて会計年度任用職員の給料の引上げを行うため、条例の一部
を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 6 5 号 鹿嶋市介護保険条例の一
部を改正する条例

普通徴収に係る介護保険料の納期の変更等を行うため、条例の一部を改正す
るもの。

原案
可決

議 案 第 6 6 号

鹿嶋市任期付市費負担教
職員の採用、給与及び勤
務条件等の特例に関する
条例の一部を改正する条
例

茨城県人事委員会勧告に基づき県費負担小中学校講師の給料表が改正された
ことに準じ、市費負担教職員の給料表を改正するため、条例の一部を改正す
るもの。

原案
可決

議 案 第 6 7 号
鹿嶋市立公民館の設置、
管理及び職員に関する条
例の一部を改正する条例

まちづくり市民センター及び各地区まちづくりセンターと公民館の名称が混
在することがわかりにくいとの声が市民から多く寄せられている状況を踏ま
え、まちづくり市民センターは中央公民館に、各地区まちづくりセンターは
それぞれ地区公民館に令和５年４月１日から名称を一本化するため、条例の
一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 6 8 号 損害賠償の額を定め、和
解することについて

卜伝の郷運動公園で発生した事故に関し、損害賠償の額を定め、和解するこ
とについて、議会の議決を求めるもの。

原案
可決



62023 年 2 月 1 日
鹿嶋市議会だより

審査は
  8 ページ

審査は
  9 ページ

議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案と
議員（会派）の賛否結果

未来かしま 公明
かしま

日本
共産党 幹　会 無会派

無
所
属

飯
塚
俊
雄

内
田
政
文

根

崎　

彰

池
田
芳
範

坂
本
仙
一

小
池
み
よ
子

栗
林
京
子

笹
沼
康
弘

内
野
敬
仁

山
口
哲
秀

樋
口
富
士
男

立
原
弘
一

川
井
宏
子

宇
田
一
男

菅

谷　

毅

舛
井
明
宏

河

津　

亨

佐
藤
信
成

田

口　

茂

鹿嶋市特別職の職員の給与並びに旅
費及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年請願第６号 インボイス制度
の実施中止を求める意見書に関する
請願書

× × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛成＝〇、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※篠塚洋三議長は、採決に加わりません。

討論は
  7 ページ

意見書は
  20ページ

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

請願・陳情と委員会から提出された意見書　５件

令 和 ４ 年
請 願 第 ５ 号

手話を言語として普及で
きる環境整備を求める意
見書の提出を求める請願

市へ意見書（第４号）を提出するよう請願するもの。 採　　
択

意見書第４号
手話を言語として普及で
きる環境整備を求める意
見書

市は、手話が音声言語と対等な言語であることを広く住民に広め、さらには、
子どもたちが、言語を習得するための手段として手話を学び、手話を通して
言葉を獲得する方法を身につけ、手話を言語として普及、研究することがで
きる環境整備を整えることが必要であると考える。よって、手話が言語であ
るとの認識に基づき、手話言語の理解と広がりをもって地域で支え合い、手
話言語を使って安心して暮らすことができる環境整備を整えるよう意見書を
提出するもの。

【意見書の提出先：鹿嶋市長】　　　　　　　　議案の提出者：文教厚生委員会

原案
可決

令 和 ４ 年
請 願 第 ６ 号

インボイス制度の実施中
止を求める意見書に関す
る請願書

免税業者を取引から排除しかねないインボイス制度は、事業者間の取引慣行
を壊し、免税点制度を実質的に廃止するものであり、仕入れや経費に含まれ
る消費税を価格や単価に転嫁できなければ、ベンチャーもフリーランスも育
たない。特に、鹿嶋市は大手企業が立地する「鹿島臨海工業地帯」が展開さ
れており、下請けとして働く小規模建設事業者も多いことから、インボイス
制度導入に伴う経営難による廃業などが増えれば、工業地帯の生産力を担う
現場の働き手を失う事態になりかねない。また、高齢者の社会参加促進や生
きがいの充実などに貢献しているシルバー人材センター事業においては、会
員が請負契約を結び個人事業主として配分金（収入）を得ていることから、
会員が課税業者になるか、シルバー人材センターが会員への配分金に含まれ
る消費税を負担するか、厳しい選択を迫られることになるなど、インボイス
制度導入が与える影響は広範囲である。以上の理由から、国に対し、消費税
インボイス制度の実施中止を求め、地方自治法第99条の規定に基づき、国会
または関係省庁へ意見書を提出するよう請願するもの。

不 
採 
択

令 和 ４ 年
請 願 第 ７ 号

高齢者・障がい者に対す
る鍼灸マッサージ施術費
助成制度の鹿嶋市におい
て導入の可否の調査検討
を議会に求める請願書

鍼灸マッサージという仕事を通して、高齢者、障がい者の身体の痛みの緩和
を手伝いながら、障害はあっても、引き続き自立した生活を送っていくために、
マッサージ業の需要の喚起につながる、高齢者・障がい者に対する鍼灸マッ
サージ施術費助成制度の鹿嶋市における導入の可否についての調査検討を議
会に求め請願するもの。

採　　
択

令 和 ４ 年
陳 情 第 ６ 号

地域社会に貢献するシル
バー人材センターの決意
と支援の要望

令和５年度のシルバー人材センター事業の推進のために必要なセンターに対
する国の補助金と同額以上の補助金の確保や、センターに対する鹿嶋市から
の事業発注の確保について、強く要望するもの。また、令和５年10月に導入
予定の消費税における「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」について、
安定的な事業運営が可能となる措置を要望するもの。

採　　
択

　

議
案
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　討

論
討
論

議事録が完成され次第、鹿嶋市議会ホームページ
の会議録検索システムで閲覧することができます。

■
議
案
第
62
号　

鹿
嶋
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並

び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

一
般
職
の
職
員
に
準
じ
て
市
長
等
の
期
末
手
当
の

引
上
げ
を
行
う
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

反対

川
井
宏
子 

議
員

　

一
般
職
員
の
給
与
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
何

ら
問
題
な
く
、
む
し
ろ
コ
ロ
ナ
で
様
々
な
申
請
や
相

談
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
る
中
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
職
員
の
皆
様
に
は
少
な
い
上
げ
幅
だ
と
申
し
上
げ

た
い
。
し
か
し
、
こ
の
先
希
望
の
持
て
る
政
策
ど
こ

ろ
か
不
安
し
か
な
い
市
民
生
活
を
考
え
た
場
合
、
特

別
職
の
私
た
ち
が
、
苦
し
む
市
民
を
置
き
去
り
に
し

て
給
与
な
ど
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
賛
成
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
た
め
、
反
対
と
す
る
。

■
令
和
４
年
請
願
第
６
号　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
中
止
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請
願
書

　

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
、

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
会
ま
た

は
関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
請
願
す
る

も
の
。

賛成

川
井
宏
子 

議
員

　

具
体
的
内
容
が
分
か
っ
て
き
た
今
、
議
会
と
し
て

反
対
の
意
思
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
農
業
、
畜
産
業
は

も
ち
ろ
ん
、
地
方
自
治
体
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

本
市
は
農
業
、
漁
業
の
街
で
あ
り
企
業
の
街
で
も
あ

る
。
そ
し
て
観
光
の
街
で
も
あ
り
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

の
選
手
の
方
が
住
ま
う
街
で
も
あ
る
。
影
響
を
受
け

る
業
種
の
方
が
多
い
。
事
業
者
を
守
り
、
市
民
生
活

を
守
る
と
い
う
た
め
に
も
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施

中
止
を
求
め
る
請
願
に
賛
成
と
す
る
。

賛成

佐
藤
信
成 

議
員

　

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
売
上
税
額
の
20
％
を
納

め
れ
ば
よ
い
と
の
案
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
時
限
的

な
も
の
で
あ
り
、
将
来
全
額
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
。

税
理
士
会
を
は
じ
め
個
人
事
業
主
の
諸
団
体
が
反

対
の
声
を
上
げ
て
い
る
状
況
も
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
提
出
さ
れ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
反
対

の
趣
旨
も
含
ま
れ
て
い
る
陳
情
に
つ
い
て
、
討
論
も

な
く
全
会
一
致
の
判
断
を
し
て
い
る
。
同
じ
会
期
中

の
議
会
に
お
い
て
異
な
る
判
断
を
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
賛
成
と
す
る
。

誰一人取り残さないようにするために、
世界で取り組む17の共通目標。

※一般質問ページ（P.10〜）に質問に関連する目標ロゴを掲載しています。
詳しくはこちら

Sustainable（持続可能な）
Development （開発）
Goals（目標）

ご存じですか？

SDGs
エス・ディー・ジーズ

討
論
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

調
査
し
た
う
え
で
、
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
と
協
議
を
重
ね
鹿
嶋
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

問
電
気
料
金
が
高
騰
し
補
正

で
１
億
と
い
う
額
が
出
て

い
る
。
ど
う
い
う
対
策
を
ど
う
い

う
体
制
で
取
っ
て
い
く
の
か
。

答
節
電
の
さ
ら
な
る
徹
底
を

全
庁
的
に
呼
び
か
け
、使
っ

て
い
な
い
部
屋
や
廊
下
、
ト
イ
レ

な
ど
の
共
有
部
分
も
積
極
的
に
消

灯
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
時
後
は

カ
ウ
ン
タ
ー
や
使
用
し
て
い
な
い

場
所
を
消
灯
す
る
な
ど
、
従
来
か

ら
の
節
電
を
徹
底
し
て
行
っ
て
い

く
。
さ
ら
に
、
ソ
ー
ラ
パ
ネ
ル
等

を
建
物
や
遊
休
地
に
設
置
で
き
な

い
か
今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
12
月
13
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

８
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
51
号　

令
和
４
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）問

新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
・
周

辺
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
実

現
可
能
性
調
査
委
託
に
つ
い
て
は
、

お
そ
ら
く
鹿
嶋
に
建
設
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
前
提
で
や
る
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
判
断
の
根
拠
は
。

答
あ
く
ま
で
も
、
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
が
建
設
予
定
地
を

決
め
る
。
協
議
は
行
っ
て
い
る
が

時
期
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
。
市
と
し
て
は
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
と
の
30
年
間
の
付
き
合
い
や
、

鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
駅
を

中
心
と
し
て
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
展

開
し
て
き
た
経
験
等
を
強
く
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
課
題
で
あ
っ
た
交
通
対
策
等
を

一
般
会
計
等
の
補
正
予
算
８
件
を

審
査

予 算 決 算 常 任 委 員 会

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
や

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
請
願
を
審
査

べ
き
。

■
令
和
４
年
請
願
第
６
号　

イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を
求
め

る
意
見
書
に
関
す
る
請
願
書

【
賛
成
討
論
】

・
市
民
や
事
業
者
の
声
を
届
け
る

こ
と
が
地
方
議
会
の
役
割
で
あ
る
。

・
日
を
追
う
ご
と
に
制
度
の
問
題

点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
日

本
に
先
立
っ
て
制
度
を
導
入
し
た

海
外
諸
国
で
は
廃
止
・
縮
小
が
相

次
い
で
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
60
号
、

議
案
第
61
号
、
議
案
第
63
号
及
び

議
案
第
64
号
に
つ
い
て
は
全
員
賛

成
で
、
議
案
第
62
号
に
つ
い
て
は

賛
成
多
数
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
４
年
請
願
第
６

号
に
つ
い
て
は
可
否
同
数
と
な
り
、

委
員
長
に
お
い
て
不
採
択
と
す
べ

き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

総 務 生 活 委 員 会
　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
５
件

の
議
案
と
１
件
の
請
願
を
審
査
し

ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
討
論

■
議
案
第
61
号　

鹿
嶋
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
鹿
嶋
市

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及

び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問
条
例
改
正
に
よ
る
影
響
額

の
交
付
税
措
置
の
有
無
は
。

答
直
接
的
に
は
交
付
税
措
置

に
は
な
ら
な
い
。
全
額
一

般
財
源
で
の
負
担
と
な
る
。

問
給
料
表
が
引
上
げ
と
な
る

年
齢
層
は
。

答
　

代
半
ば
ま
で
の
若
年
層
。

【
賛
成
討
論
】

・
給
料
表
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、

若
年
層
の
み
な
ら
ず
全
体
的
な
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
公
平
に
行
う

30
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● 

委
員
会
の
活
動 

●

意
見
改
正
に
よ
っ
て
混
乱
が
生

じ
な
い
よ
う
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
始
め
と
し
た
関
係

機
関
に
も
周
知
す
る
な
ど
し
て
、

個
別
に
説
明
が
で
き
る
よ
う
し
て

い
く
べ
き
。

■
令
和
４
年
請
願
第
７
号　

高
齢

者
・
障
が
い
者
に
対
す
る
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
制
度
の
鹿
嶋

市
に
お
い
て
導
入
の
可
否
の
調
査

検
討
を
議
会
に
求
め
る
請
願
書

意
見
議
会
と
し
て
調
査
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
様
々
な
職
業
の
方
々

が
収
入
減
な
ど
の
困
難
に
直
面
し

て
い
る
現
状
か
ら
、
調
査
検
討
は

必
要
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
審
査
し
た
全

て
の
案
件
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
・
採
択
す
べ

き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
３
件

の
議
案
、
２
件
の
請
願
、
陳
情
１

件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
令
和
４
年
議
案
第
65
号　

鹿
嶋

市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問
現
行
の
年
６
回
納
期
を
改

正
後
の
年
８
回
納
期
と
す

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
。

答
現
行
の
普
通
徴
収
に
関
し

て
は
、
暫
定
分
と
本
算
定

分
を
年
２
回
通
知
し
て
い
た
が
、

分
か
り
に
く
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

年
に
１
回
、
本
算
定
に
よ
る
確
定

し
た
通
知
を
送
付
す
る
こ
と
で
、

混
乱
が
生
じ
に
く
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
年
間
の
納
付
総
額
は
変
わ

ら
な
い
が
、
現
行
よ
り
２
回
納
期

回
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
平
準
化

が
図
ら
れ
、
１
回
あ
た
り
の
納
付

額
が
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。

介
護
保
険
に
関
す
る
改
正
条
例
や
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
施
術
費
助
成
制
度
に
関
す
る
請
願
等
を
審
査

　
都
市
経
済
委
員
会
で
は
２
件
の

議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
59
号　

鹿
嶋
市
農
業
集

落
排
水
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例主

な
質
疑

問
公
営
企
業
会
計
に
移
行
す

る
費
用
は
い
く
ら
か
。

答
固
定
資
産
調
査
・
評
価
業

務
や
施
設
台
帳
シ
ス
テ
ム

構
築
な
ど
、
全
体
で
約
２
５
２
０

万
円
に
な
る
。

問
下
水
道
事
業
と
の
関
係
は
。

答
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行

は
、
下
水
道
事
業
に
合
わ

せ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

■
議
案
第
68
号　

損
害
賠
償
の
額

を
定
め
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て 農
業
集
落
排
水
事
業
設
置
条
例
等
を

審
査

問
過
失
相
殺
割
合
が
５
割
の

理
由
は
。

答
保
険
会
社
が
全
国
の
事
例

等
を
基
に
算
出
し
て
い
る
。

意
見
施
設
を
ど
う
維
持
管
理
し

て
い
く
か
が
大
事
。
今
後

は
適
切
な
管
理
を
お
願
い
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
２
議
案
と
も
全

員
賛
成
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

都 市 経 済 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会
決算の

チェック

現地調査（卜伝の郷運動公園）
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Ｑ
新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

内
田
新
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方

針
は
。

A
市
民
生
活
の
向
上
を
優
先

市
長
令
和
５
年
度
を
行
財
政
改
革

元
年
と
位
置
づ
け
、
市
全
体

の
取
組
を
加
速
さ
せ
た
い
。
総
合
計
画

や
市
長
政
策
に
即
し
て
い
な
い
事
業
に

つ
い
て
は
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
市

民
の
目
線
に
立
ち
、
市
民
生
活
の
向
上

に
つ
な
げ
る
事
業
に
優
先
的
に
取
組
ん

で
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
予
算
編
成

を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

内
田
洋
上
風
力
発
電
事
業
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
の
基
本
施
策
の
具
体

案
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

A
４
つ
の
基
本
施
策
に
取
組
む

経
済
振

興
部
長
１
点
目
が
洋
上
風
力
発
電
を

推
進
す
る
基
盤
整
備
。
ま
ず

は
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
推
進
体
制
が

必
要
。
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
使
い
や
す
い
港
と
な
る
よ
う
整

備
要
望
・
促
進
に
も
取
組
ん
で
い
く
。

２
点
目
が
洋
上
風
力
関
連
企
業
と
地
域

を
つ
な
げ
る
機
会
の
創
出
。
地
元
企
業

の
洋
上
風
力
産
業
参
入
を
促
進
す
る
た

め
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
、
既
存
の

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の
有
効
活
用
、
地

元
企
業
へ
の
設
備
投
資
支
援
な
ど
。
３

点
目
が
洋
上
風
力
産
業
誘
致
の
取
組
。

関
連
産
業
の
立
地
集
積
に
向
け
、
企
業

へ
の
情
報
発
信
、
進
出
企
業
が
利
用
可

能
な
国
・
県
の
補
助
金
や
税
制
優
遇
制

度
の
整
備
、
市
独
自
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
制
度
の
創
出
を
検
討
。
４
点
目
が
洋

上
風
力
発
電
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

の
具
体
化
。
県
内
の
工
業
系
の
高
校
や

大
学
な
ど
と
連
携
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
実
施
、
発
電
に
関
わ
る
技
術
者

を
養
成
す
る
訓
練
施
設
の
誘
致
、
洋
上

風
力
発
電
施
設
の
見
学
と
地
域
の
観
光

資
源
を
連
携
さ
せ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
造
成
な
ど
。
こ
れ
ら
の
展
開
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
荒
野
台
雨
水
排
水
整
備
事
業

に
つ
い
て

内
田
荒
野
台
雨
水
排
水
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

A
計
画
的
な
事
業
推
進
を
図
る

都
市
整

備
部
長
施
工
中
で
あ
る
東
排
水
区
は
、

調
整
池
に
係
る
部
分
に
つ
い

て
必
要
と
す
る
事
業
用
地
は
１
万
４
６

１
９
㎡
、
内
訳
は
８
筆
、
地
権
者
は
３

個
人
と
１
土
地
改
良
区
が
あ
り
、
本
年

10
月
末
に
全
て
の
用
地
を
取
得
完
了
し

て
お
り
、
令
和
５
年
度
よ
り
調
整
池
の

工
事
に
着
手
す
る
予
定
。
雨
水
管
渠
整

備
は
、
流
末
と
な
る
荒
野
地
区
の
海
岸

側
か
ら
工
事
を
実
施
し
、
総
延
長
１
６

６
０
ｍ
の
う
ち
令
和
３
年
度
末
ま
で
に

８
８
０
ｍ
が
完
成
し
、
進
捗
率
は
53
％
。

令
和
７
年
度
ま
で
に
残
り
の
７
８
０
ｍ

を
整
備
予
定
。
西
排
水
区
は
、
来
年
度

基
本
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
整
備

計
画
を
着
実
に
進
め
、
東
排
水
区
と
調

整
し
な
が
ら
工
事
発
注
に
努
め
、
生
活

環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
計
画
的
に
事

業
を
推
進
し
て
い
く
。

内
うち

田
だ

  政
まさ

文
ぶみ

 議員
〔発言時間＝60分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。

一 般 　 問質質質
質
問
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京
子
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樋
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富
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男
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宏
子
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内
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敬
仁
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立
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一
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康
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菅
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佐
藤　

信
成
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内
田　

政
文

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
支
援
は

栗
林
市
内
事
業
者
も
ま
す
ま
す
厳

し
い
時
代
で
あ
る
と
感
じ
て

い
る
が
、
今
後
の
支
援
は
。

A
理
・
美
容
業
や
宿
泊
事
業
者
等

へ
の
支
援
を
予
定

市
長
こ
れ
ま
で
困
窮
す
る
事
業
者

に
対
し
て
、
市
独
自
事
業
を

含
め
、
国
・
県
の
制
度
を
利
用
し
て
支

援
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
地
域
の

経
済
状
況
を
把
握
し
、
事
業
者
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ

て
い
く
。

緊
急
経
済
対

策
担
当
参
事

今
後
実
施
予
定
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
原
油
価
格
高

騰
に
伴
う
一
般
貨
物
運
送
事
業
者
に
対

す
る
支
援
の
ほ
か
、電
力
、ガ
ス
等
価
格

高
騰
に
伴
う
理
容
業
や
美
容
業
及
び
宿

泊
事
業
者
へ
の
支
援
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
茨
城
Ｄ
Ｃ
に
つ
い
て

栗
林
2
0
2
3
年
茨
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
J
R
グ
ル
ー
プ
の
国
内
最
大
規
模

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
こ
と
だ
が
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
P
R
を
し
て
い

く
の
か
。

A
本
市
な
ら
で
は
の
体
験
や
旅
行

商
品
を

経
済
振

興
部
長
千
葉
市
や
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
な
ど
、

県
外
に
お
い
て
も
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
ほ
か
、
県
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の

観
光
ブ
ー
ス
の
出
店
、
旅
行
会
社
向
け

の
ツ
ア
ー
の
ア
テ
ン
ド
な
ど
、
宣
伝
活

動
も
積
極
的
に
行
い
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
る
。
来
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

本
番
に
向
け
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
の

方
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
べ
く
、
今
後
さ

ら
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
も
連
携
し
て
、
本
市
な
ら
で
は
の
体

験
や
旅
行
商
品
の
造
成
を
目
指
し
て
い

く
。

Ｑ
防
犯
灯
の
設
置
に
補
助
金
を

栗
林
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
、

自
治
会
に
対
す
る
補
助
金
方

式
を
導
入
し
て
は
い
か
が
か
。
地
域
の

つ
な
が
り
も
強
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
制
度
創
設
に
向
け
調
査
研
究
を

進
め
る

市
民
生

活
部
長
自
治
会
等
が
独
自
に
防
犯
灯

を
設
置
す
る
際
の
補
助
金
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
地
域
が
主
体
的

に
活
動
す
る
観
点
か
ら
認
識
は
し
て
い

る
も
の
の
、
設
置
後
の
管
理
責
任
の
所

在
や
維
持
管
理
費
の
負
担
な
ど
、
整
理

す
べ
き
事
項
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
治
会
と
十
分
な
協
議
を
交
え
つ
つ
、

先
進
自
治
体
の
事
例
も
参
考
と
し
、
制

度
の
創
設
に
向
け
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
。

栗
くり

林
ばやし

  京
きょう

子
こ

 議員
〔発言時間＝60分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て

質

学
校
教
育
で
の
交
通
安
全
、
災
害
時

対
策
に
つ
い
て

質
水
難
事
故
対
策
に
つ
い
て



122023 年 2 月 1 日
鹿嶋市議会だより

Ｑ
サ※※

ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
認
識
は

樋
口
本
市
に
お
け
る
廃
棄
物
や
汚

染
を
出
さ
な
い
と
い
う
前
提

に
立
っ
て
い
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
に
つ
い
て
の
認
識
と
今
後
の
具
体

策
を
伺
う
。

A
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
重
要

市
長
社
会
全
体
と
し
て
は
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
需
要
は

拡
大
し
、
廃
棄
物
の
発
生
量
も
増
加
す

る
な
ど
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
構
築
に
は
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

こ
の
難
題
を
乗
り
切
る
に
は
消
費
者
、

事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

視
点
で
問
題
の
解
決
を
図
り
、
消
費
か

ら
廃
棄
ま
で
の
全
工
程
で
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
重
要
。
本
市
で
は
個
人
市
民

税
の
約
３
分
の
１
が
ご
み
処
理
費
用
に

消
え
て
い
る
中
、
ご
み
の
分
別
化
や
軽

量
化
な
ど
の
取
組
は
ほ
か
の
分
野
へ
の

予
算
増
に
つ
な
が
り
医
療
福
祉
の
充
実

に
直
結
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
い
ま

一
度
市
民
の
皆
様
と
認
識
を
共
有
し
た

い
。

Ｑ
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助

成
は

樋
口
地
域
住
民
の
帯
状
疱
疹
発
症

を
防
ぐ
意
味
か
ら
、
一
定
の

年
齢
層
を
対
象
に
、
自
治
体
で
先
行
し

て
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

A
国
の
方
針
な
ど
の
動
向
に
注
視

健
康
福

祉
部
長
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
化
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
の
審
議
会
に
お
い
て
議
論
が
続

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
収
集

を
図
る
と
と
も
に
、
国
の
方
針
等
の
動

向
に
注
視
し
て
い
く
。

Ｑ
不
登
校
児
童
の
現
状
と
対
策
は

樋
口
以
前
、
不
登
校
児
童
の
問
題

に
つ
い
て
は
教
育
セ
ン
タ
ー

を
開
所
す
る
こ
と
で
不
登
校
解
消
に
向

け
て
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
県

の
不
登
校
児
の
数
字
に
つ
い
て
平
成
30

年
か
ら
令
和
3
年
度
を
比
較
す
る
と
、

小
学
校
で
は
1
8
6
％
、
中
学
校
で
は

1
5
4
％
増
加
し
て
い
る
。
今
後
は
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
不
登
校
児
童

が
通
え
る
場
所
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
現
在
の
施
設
だ
け
で
は
無
理
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

A
ゆ
う
ゆ
う
広
場
の
活
用
を

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長

現
在
学
校
で
は
、
児
童
生

徒
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
、
家
庭
訪
問
や
別
室
登
校
、
夜
間

登
校
な
ど
の
対
応
を
取
っ
て
い
る
。
ど

う
し
て
も
登
校
が
難
し
い
児
童
生
徒
に

対
し
て
は
、
１
人
１
台
端
末
を
利
用
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
校
と
つ
な
い
で
い

る
。
ま
た
、
現
在
ゆ
う
ゆ
う
広
場
を
教

育
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
て
お
り
、
こ

ち
ら
の
施
設
を
で
き
る
だ
け
活
用
す
る

よ
う
に
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

樋
ひ

口
ぐち

  富
ふ

士
じ

男
お

 議員
〔発言時間＝60分〕

※サーキュラーエコノミー…資源投入量・消費量を抑えつつ、ストックを有効活
用しながら、サービス化等を通じて付加価値を生み出す経済活動であり、資源・
製品の価値の最大化、資源消費の最小化、廃棄物の発生抑止等を目指すもの。

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。

一 般 　 問質質質
質
問



2023 年 2 月 1 日
鹿嶋市議会だより13

PAGE11

栗
林　

京
子

PAGE12

樋
口
富
士
男

PAGE13

川
井　

宏
子

PAGE15

立
原　

弘
一

PAGE16

笹
沼　

康
弘

PAGE17

菅

谷　

毅

PAGE18

山
口　

哲
秀

PAGE19

佐
藤　

信
成

PAGE10

内
田　

政
文

PAGE14

内
野　

敬
仁

Ｑ
日
米
合
同
演
習
に
つ
い
て

川
井

11
月
８
日
か
ら
18
日
に
か
け

て
、
百
里
基
地
を
使
用
し
た

日
米
合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

土
、
日
は
訓
練
を
実
施
し
な
い
と
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
11
月
12
日

の
土
曜
日
に
は
百
里
基
地
を
使
っ
て
航

空
機
離
発
着
訓
練
が
さ
れ
る
な
ど
、
民

間
茨
城
空
港
と
供
用
す
る
百
里
基
地
で

の
訓
練
は
、
騒
音
被
害
だ
け
で
済
ま
せ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
10
月
27
日
、
28
日
は
百
里
基
地

で
初
め
て
の
Ｆ
２
機
の
昼
夜
連
続
訓
練
、

１
月
に
は
イ
ン
ド
空
軍
と
の
共
同
訓
練

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
近
年
国
内
で
の

米
軍
共
同
軍
事
演
習
で
米
軍
機
の
緊
急

着
陸
、
部
品
落
下
事
故
な
ど
が
頻
回
に

起
こ
っ
て
い
る
中
で
、
平
和
都
市
宣
言

の
ま
ち
で
あ
る
鹿
嶋
市
と
し
て
、
市
民

の
生
活
と
命
を
守
る
観
点
か
ら
、
何
ら

か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
の
か
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

A
意
見
を
述
べ
る
立
場
に
な
い

市
長
日
米
合
同
演
習
等
の
国
防
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

意
見
を
申
し
上
げ
る
立
場
で
は
な
い
と

考
え
る
。

　

本
市
の
平
和
行
政
の
取
組
と
し
て
は
、

１
９
８
５
年
、
当
時
の
鹿
島
町
で
核
兵

器
を
な
く
し
平
和
を
も
と
め
る
都
市
の

宣
言
を
し
て
お
り
、
今
年
６
月
に
、
当

該
宣
言
の
看
板
を
市
役
所
敷
地
内
に

設
置
し
、
思
い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
。

今
後
も
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝

え
、
平
和
の
尊
さ
を
深
く
受
け
止
め
る

機
会
を
設
け
る
べ
く
、
原
爆
の
パ
ネ
ル

展
示
開
催
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
原
発
事
故
汚
染
水
の
海
洋
放

出
は

川
井
経
済
産
業
省
は
今
後
の
原
子

力
政
策
の
方
向
性
を
ま
と
め

た
行
動
計
画
の
原
案
で
、
60
年
以
上
の

運
転
を
可
能
と
し
、
老
朽
原
発
を
動
か

し
続
け
る
仕
組
み
の
整
備
な
ど
を
盛
り

込
ん
で
い
る
。
再
稼
働
加
速
へ
の
取
組

や
、
原
発
で
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

混
合
酸
化
物
燃
料
を
使
う
プ
ル
サ
ー
マ

ル
を
推
進
す
る
自
治
体
へ
交
付
金
を
創

設
す
る
と
い
う
内
容
は
、
看
過
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
福
島
原
発
事
故
に

よ
る
汚
染
水
の
海
洋
放
出
な
ど
、
地
元

漁
協
者
と
の
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
中

で
風
評
被
害
へ
の
懸
念
が
さ
ら
に
強

ま
っ
て
い
る
が
、市
長
と
し
て
の
見
解
は
。

A
漁
業
関
係
者
等
の
意
向
を
酌
み

た
い

市
長
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に

つ
い
て
は
、
茨
城
県
や
周
辺

自
治
体
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。
福
島
第
一
原
発

事
故
に
係
る
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
で
は
地
域
住

民
や
漁
業
関
係
者
と
の
十
分
な
協
議
と

理
解
が
大
前
提
に
な
る
と
、
直
接
東
京

電
力
に
対
し
、
ま
た
市
長
会
を
通
じ
て

国
に
対
し
て
要
望
を
し
て
い
る
。
今
後

も
、
漁
業
関
係
者
等
の
意
向
を
酌
ん
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝70分〕
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Ｑ
緊
急
輸
送
道
路
の
追
加
指
定
を

内
野
県
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
計
画
に
鹿
嶋
及
び
大

野
消
防
署
、
県
道
2
4
2
号
線
の
追
加

指
定
を
県
に
要
望
し
て
は
い
か
が
か
。

A
協
議
調
整
を
図
る

市
民
生

活
部
長
鹿
嶋
消
防
署
と
大
野
消
防
署

を
連
絡
す
る
県
道
２
４
２
号

線
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
２
つ
の
消
防

署
と
市
役
所
、
警
察
署
と
を
結
ぶ
最
短

の
道
路
で
も
あ
り
、
緊
急
輸
送
道
路
へ

の
追
加
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
庁
内
関

係
部
局
と
連
携
し
、
適
宜
県
及
び
本
地

域
を
所
管
す
る
潮
来
土
木
事
務
所
と

協
議
、
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

内
野
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
の
利
用
促
進
の
た

め
の
具
体
的
な
取
組
は
。

A
気
軽
に
利
用
で
き
る
事
業
に

健
康
福

祉
部
長
事
業
内
容
を
市
及
び
社
会
福

祉
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
や
各
種
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
広
報
紙
等
に
掲
載
し
て
い
る
他
、

小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
子
育
て

広
場
等
へ
の
案
内
チ
ラ
シ
や
子
育
て
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
を
行
い
、
事
業
の

制
度
周
知
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
協

会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
人
材

の
発
掘
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て

中
の
保
護
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
事

業
と
な
る
よ
う
、
利
用
者
支
援
の
観
点

か
ら
、
手
続
な
ど
利
用
者
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
さ

ら
に
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
新
し

い
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

担
当
職
員
に
よ
る
相
談
な
ど
の
積
極
的

な
取
組
を
継
続
し
な
が
ら
子
育
て
支
援

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
高
松
小
中
一
貫
校
の
展
望
は

内
野
今
ま
で
の
高
松
小
中
一
貫
校

の
効
果
と
今
後
の
展
望
は
。

A
高
松
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
に

教
育
長
昨
年
度
の
県
の
学
力
診
断
テ
ス

ト
に
お
け
る
中
学
１
・
２
年
生

の
５
教
科
の
結
果
は
、
全
て
県
平
均
を
上

回
り
、
特
に
英
語
で
は
大
き
く
上
回
る
結

果
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
授
業

に
お
い
て
は
中
学
校
教
員
が
専
門
性
を

生
か
し
た
授
業
を
小
学
校
で
行
っ
て
い
く

が
、
施
設
を
一
体
化
し
、
小
中
学
校
の
教

員
が
同
一
の
職
員
室
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
授
業

の
ア
イ
デ
ア
や
児
童
生
徒
の
情
報
共
有
を

図
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
な
る
学
力
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
一
貫
教
育
を
さ

ら
に
推
進
す
る
た
め
に
、
小
中
学
校
の
校

長
を
１
人
と
し
、
一
体
的
な
組
織
体
制
に

す
る
こ
と
で
、学
力
の
向
上
、中
１
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
、
児
童
生
徒
の
心
の
育
成
な

ど
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
成
果
が
期
待
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
高
松
小
中
学
校

が
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
も
親
密

な
連
携
が
で
き
、
ま
さ
に
地
域
の
中
の
学

校
と
な
り
、
高
松
地
区
の
象
徴
的
な
施

設
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

内
う ち の

野  敬
たかひと

仁 議員
〔発言時間＝60分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。
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Ｑ
市
長
の
看
板
施
策
は

立
原
今
は
前
市
長
が
編
成
し
た
予

算
で
も
あ
り
限
界
も
あ
る
が
、

独
自
政
策
を
具
体
的
に
示
し
、
予
算
編

成
方
針
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う

地
方
自
治
法
上
の
大
目
標
に
照
ら
し
て
、

市
長
の
看
板
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A
持
続
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

大
前
提

市
長
市
政
運
営
に
つ
い
て
は
持
続

可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
い
う
大
前
提
を
捉
え
て
、
①
過
度

な
基
金
の
繰
入
れ
に
頼
ら
ず
歳
入
の
中

で
歳
出
を
賄
う
こ
と
、
②
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
揺
る
が
す
よ
う
な
災
害
、
不
測
の

事
態
に
備
え
て
基
金
を
積
み
立
て
る
こ

と
、
③
現
在
の
市
政
運
営
が
将
来
に
対

し
て
負
担
を
増
や
さ
な
い
こ
と
、
を
目

指
し
て
い
く
。
重
要
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
地
域
医
療
体
制
の
充
実
が
あ
る
。

４
月
を
目
途
に
循
環
器
内
科
の
常
勤
医

師
２
名
を
市
内
の
病
院
で
受
入
れ
る
た

め
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
な
る

地
域
医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

Ｑ
反
社
会
的
カ
ル
ト
団
体
へ
の

対
策
は

立
原
地
方
政
治
へ
の
侵
食
も
問
題

視
さ
れ
て
い
る
中
、
本
市
に

お
い
て
入
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
の
か
。
関
係
団
体
は
多
く
存
在
す

る
が
、現
時
点
で
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

A
確
認
さ
れ
る
事
象
は
な
い

副
市
長
当
該
団
体
や
関
連
団
体
の
関

与
に
つ
い
て
、
調
べ
た
限
り

確
認
さ
れ
る
事
象
は
な
か
っ
た
。
団
体

へ
の
補
助
金
交
付
や
行
事
等
へ
の
参
加

な
ど
も
な
か
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
な
お
、
市
民
か
ら
の
関
連
し
た
相

談
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
た
経
緯
は
な
い
。

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
体
制
は

立
原

11
月
、
愛
知
県
に
お
い
て
40

歳
の
女
性
が
急
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
に
亡
く
な
る
と
い
う
事
件
が
起

き
た
。
再
発
が
な
い
よ
う
に
本
市
で
も

し
っ
か
り
と
対
策
を
取
っ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
改
め
て
再
点
検
を
実
施

感
染
症
対
策

担
当
参
事

接
種
会
場
に
お
け
る
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
等
の
副
反

応
が
生
じ
た
際
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
適
切
な
対
応
が
取
れ
る
よ

う
体
制
整
備
を
図
っ
て
き
た
が
、
11
月

か
ら
市
の
集
団
接
種
を
再
開
す
る
に
当

た
り
、
改
め
て
接
種
会
場
で
の
経
過
観

察
や
救
護
体
制
上
の
再
点
検
を
行
う
と

と
も
に
、
市
内
の
消
防
署
や
二
次
救
急

医
療
機
関
へ
協
力
を
依
頼
し
、
体
制
を

確
保
し
た
。
併
せ
て
、
市
内
医
療
機
関

に
対
し
て
も
、
接
種
後
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
に
対
応
す
る
よ
う
文
書
に
て
注

意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い

て
も
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
市
民
が
安
全
に
安
心
に
接
種
で
き
る

よ
う
接
種
体
制
の
確
保
に
努
め
る
。

立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

 議員
〔発言時間＝70分〕
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Ｑ
公
民
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

果
は

笹
沼
心
身
の
健
康
と
社
会
的
に
満

足
な
状
態
を
表
し
た
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
と

し
て
、
昨
年
度
締
結
し
た
三
者
間
包
括

連
携
協
定
の
公
民
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
の
実
施
結
果
を
伺
う
。

A
プ
ラ
ス
の
効
果
を
確
認

政
策
企

画
部
長
期
間
中
、
平
均
し
て
１
日
１

人
当
た
り
の
歩
数
が
１
０
０

０
歩
ほ
ど
増
え
、
運
動
を
始
め
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
歩
行
を
意
識
づ
け
る
こ

と
で
食
事
や
睡
眠
と
い
っ
た
健
康
増
進

活
動
に
も
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
リ
ス

ク
が
高
い
職
員
等
が
取
り
組
ん
だ
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
参
加
者
平
均
で
２
・
５

kg
の
体
重
減
少
が
確
認
さ
れ
た
他
、
血

糖
値
な
ど
を
表
す
数
値
の
低
下
が
認
め

ら
れ
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
リ
ス
ク

が
低
減
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
、

医
療
費
の
縮
減
効
果
も
確
認
さ
れ
た
。

Ｑ
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
つ
い
て

笹
沼
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
結
果
を

踏
ま
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
方
向
性
で
ど
の
よ
う
な
取
組
を

実
施
し
て
い
る
の
か
。

A
毎
月
１
回
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
中

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長

市
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
つ
つ
、
適
切
に

継
続
で
き
る
環
境
と
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度
５
月
か
ら
毎

月
１
回
、
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
ｉ

ｎ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
を
高
松
緑
地
公

園
で
実
施
中
。
毎
月
１
回
同
じ
場
所
で

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
賑
わ
い

と
交
流
が
生
ま
れ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
で
き
つ
つ
あ
り
、
初
期
の
目
的

達
成
と
と
も
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

実
現
に
欠
か
せ
な
い
、
一
人
一
人
が
社

会
と
の
つ
な
が
り
に
満
足
し
て
い
る
状

態
を
つ
く
る
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。
今
後
も
多
く
の
市
民
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
開
催
場
所
や
運
営

方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
の
表
彰
に

つ
い
て

笹
沼
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ

く
り
優
良
自
治
体
表
彰
」
を

受
賞
を
し
た
と
伺
っ
た
が
、そ
の
経
緯
は
。

A
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
た

市
長
ゼ
ロ
か
ら
公
民
連
携
を
つ
く

り
上
げ
て
き
た
市
ヘ
ル
ス
ケ

ア
事
業
が
評
価
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良

自
治
体
と
し
て
表
彰
を
さ
れ
た
。
市
民

の
心
身
の
健
康
に
資
す
る
取
組
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

き
っ
か
け
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
に
も
し
っ
か
り
と
取
組
ん
で
き

た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
考
え
て
い

る
。

笹
ささぬま

沼  康
やすひろ

弘 議員
〔発言時間＝30分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。
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Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
１

０
０
％
交
付
は
必
要
か
つ
可

能
な
の
か

菅
谷
膨
大
な
経
費
と
労
力
を
か
け

て
取
組
ん
で
い
る
が
、
現
在

の
普
及
率
と
今
後
の
見
通
し
及
び
カ
ー

ド
更
新
時
の
経
費
は
国
庫
負
担
で
賄
う

予
定
な
の
か
。

A
交
付
率
は
53
・
６
％

健
康
福

祉
部
長
令
和
４
年
11
月
30
日
現
在
の

取
得
状
況
は
、
申
請
件
数
が

４
万
４
１
１
１
件
、
交
付
件
数
は
３
万

５
９
４
６
件
で
、
本
市
の
交
付
率
は

53
・
６
％
。
国
に
お
い
て
は
、
令
和
４

年
度
末
に
は
ほ
ぼ
全
て
の
国
民
が
取
得

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
引
き
続

き
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
経
費
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
ま
で
は
全
額
国
費
負

担
と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和
５
年
度
以

降
に
関
し
て
は
国
か
ら
具
体
的
な
内
容

が
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

菅
谷
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

は
、
鍼
灸
院
な
ど
で
は
顔
認

証
付
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
導
入
が
決

ま
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
紙
ベ
ー
ス

保
険
証
の
存
続
の
必
要
性
な
ど
課
題
も

多
い
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

健
康
福

祉
部
長
鍼
灸
院
な
ど
の
対
応
に
関
し

て
、
国
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
が
実
施
で
き
る
体
制
を
構

築
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
未

確
定
な
部
分
も
多
い
た
め
、
今
後
も
国

の
決
定
等
に
注
視
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
労
働
安
全
衛
生
体
制
の
充
実
を

菅
谷
法
律
に
準
拠
し
た
体
制
を
整

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
時

間
外
勤
務
の
時
間
数
に
応
じ
た
産
業
医

の
面
接
指
導
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

分
析
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

A
安
全
衛
生
委
員
会
を
設
置

総
務部

長
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き

安
全
衛
生
委
員
会
を
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
長
時
間
勤
務
職
員
へ

の
産
業
医
に
よ
る
面
接
指
導
等
の
導
入

に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、
年
度
内

の
整
備
を
予
定
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
集
団
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
、
安
全

衛
生
委
員
会
へ
報
告
し
、
産
業
医
に
意

見
を
伺
う
な
ど
、
審
議
事
項
と
し
て
取

扱
っ
て
い
る
ほ
か
、
各
所
属
長
へ
分
析

結
果
を
提
供
し
、
職
場
環
境
や
業
務
体

制
を
改
善
す
る
た
め
に
活
用
中
。

菅
谷
若
年
職
員
か
ら
の
「
定
年
ま

で
働
き
続
け
た
く
な
い
」
と

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
離
職
対
策

や
働
き
方
改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務部

長
職
種
ご
と
の
や
り
が
い
を
醸

成
さ
せ
る
取
組
が
効
果
的
で

あ
り
、
働
き
や
す
く
や
り
が
い
を
感
じ

る
職
場
環
境
づ
く
り
が
組
織
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
の

誇
り
、
魅
力
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、

引
続
き
市
民
や
時
代
が
求
め
る
職
員
の

育
成
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
公
務
職

場
全
体
を
取
巻
く
環
境
の
変
化
、
民
間

に
お
け
る
採
用
活
動
状
況
や
労
働
市
場

の
動
き
な
ど
外
的
要
因
も
分
析
を
行
い

な
が
ら
、
引
続
き
行
政
を
支
え
る
人
材

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

菅
すが

谷
や

 　毅
つよし

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
自
転
車
利
用
環
境
の
整
備
に

つ
い
て

山
口
近
年
、
環
境
や
健
康
意
識
の

高
ま
り
と
と
も
に
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
移
動
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
自
転
車
を
活
用
す
る

動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
自

転
車
を
活
用
し
て
地
域
を
巡
り
、
様
々

な
資
源
と
結
び
つ
け
、
そ
の
魅
力
を
体

験
す
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ

た
地
方
創
生
の
取
組
も
活
発
化
し
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
安
全
快
適
な
自

転
車
利
用
環
境
を
促
進
す
る
た
め
、
本

市
の
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
策
定
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

A
適
宜
準
備
を
進
め
て
い
く

市
長
自
転
車
の
活
用
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
や
観

光
振
興
の
面
に
お
い
て
、
大
変
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。
本

市
の
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
も
、
具
体
の
取
組
を
進
め
な
が

ら
関
係
機
関
と
調
整
の
上
、
適
宜
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
市
の

域
内
で
あ
る
北
浦
湖
岸
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
未

舗
装
区
間
が
あ
っ
た
が
、
今
年
度
全
面

舗
装
が
完
了
す
る
予
定
。
ま
た
、
日
常

的
に
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え

る
と
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け
で
は
な

く
、
安
全
安
心
な
自
転
車
利
用
の
観
点

か
ら
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
マ
ナ
ー
の
向

上
な
ど
の
啓
発
活
動
へ
の
取
組
が
必
要

だ
と
認
識
を
し
て
い
る
。

Ｑ
農
業
振
興
と
活
性
化
に
つ
い

て山
口
農
業
公
社
は
本
市
の
農
業
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
採
算
が
合
う
運
営

を
行
い
、
農
業
公
社
が
自
立
自
走
す
る

た
め
、
農
地
を
借
り
て
栽
培
、
加
工
、

販
売
し
、
収
益
の
出
る
体
制
の
構
築
を

提
案
す
る
が
、
い
か
が
か
。

A
農
業
公
社
の
様
々
な
課
題
を
整

理
経
済
振

興
部
長
現
在
の
農
業
公
社
は
、
市
内

の
小
規
模
農
家
や
兼
業
農
家

を
支
え
る
こ
と
を
主
と
し
て
お
り
、
機

械
作
業
な
ど
を
補
完
す
る
農
作
業
を
受

託
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
の
合
理
化

を
推
進
し
て
い
る
が
、
設
立
目
的
で
あ

る
市
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

単
に
受
託
作
業
を
増
や
す
だ
け
で
は
な

く
、
農
家
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
総
合

的
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

農
業
公
社
に
お
け
る
人
的
、
施
設
的
な

課
題
も
含
め
た
様
々
な
課
題
を
今
後
整

理
し
て
い
く
中
で
、
農
業
公
社
が
自
立

自
走
で
き
る
方
策
を
関
係
者
と
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

山
やま

口
ぐち

  哲
てつ

秀
ひで

 議員
〔発言時間＝60分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て

質

学
校
ト
イ
レ
の
安
全
で
快
適
な
整
備

に
つ
い
て

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

この二次元バーコードまたは各議員の顔写真下の二次
元バーコードから一般質問の映像がご覧いただけます。

一 般 　 問質質質
質
問
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PAGE11

栗
林　

京
子

PAGE12

樋
口
富
士
男

PAGE13

川
井　

宏
子

PAGE15

立
原　

弘
一

PAGE16

笹
沼　

康
弘

PAGE17

菅

谷　

毅

PAGE18

山
口　

哲
秀

PAGE19

佐
藤　

信
成

PAGE10

内
田　

政
文

PAGE14

内
野　

敬
仁

Ｑ
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て

佐
藤
鹿
島
地
区
と
大
野
地
区
の
料

金
設
定
に
不
公
平
が
発
生
し

て
い
る
。例
と
し
て
大
野
の
小
山
地
区・

林
地
区
の
方
が
小
山
記
念
病
院
ま
で
利

用
す
る
と
、
乗
車
距
離
が
５
km
ほ
ど
で

も
料
金
は
1
0
0
0
円
で
あ
る
一
方
、

鹿
島
の
豊
郷
地
区
か
ら
市
内
商
業
施
設

へ
は
８
km
、
高
松
地
区
か
ら
小
山
記
念

病
院
へ
は
６
km
以
上
乗
車
し
て
い
る
が
、

料
金
は
5
0
0
円
で
あ
る
。
大
野
地
区

の
方
で
７
km
以
下
の
乗
車
で
1
0
0
0

円
支
払
っ
て
い
る
方
は
、
延
べ
7
5
3

人
。
鹿
島
地
区
の
方
で
７
km
以
上
乗
車

し
て
い
る
の
に
5
0
0
円
の
料
金
の
方

が
、
延
べ
1
1
3
5
人
い
る
。
同
じ
市

民
な
の
に
不
公
平
で
は
な
い
の
か
。

A
今
後
見
直
す
際
に
検
討
し
た
い 

政
策
企

画
部
長
区
域
の
狭
間
に
つ
い
て
は
、

不
公
平
感
を
感
じ
る
と
は
思

う
が
、
利
用
者
負
担
割
合
を
考
慮
し
た

中
で
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
い
料
金
設

定
と
し
て
い
る
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ

き
た
い
。
現
在
の
料
金
設
定
を
完
成
形

と
す
る
の
で
は
な
く
、
今
後
地
域
全
体

の
公
共
交
通
体
系
や
料
金
が
見
直
さ
れ

る
場
合
に
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

佐
藤
来
る
べ
き
料
金
見
直
し
の
際

は
、
学
区
単
位
等
で
料
金
設

定
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
子
宝
手
当
に
つ
い
て

佐
藤
子
宝
手
当
が
終
了
し
た
。
総

事
業
費
、
手
当
に
課
税
さ
れ

て
税
金
と
し
て
徴
収
さ
れ
た
金
額
、
当

初
か
ら
手
当
て
を
受
け
た
人
と
、
１
度

し
か
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
金
額
は

ど
れ
ほ
ど
か
。

A
事
業
総
額
は
９
億
４
６
２
２
万
円

健
康
福

祉
部
長
事
業
総
額
は
９
億
４
６
２
２

万
円
、
手
当
か
ら
課
税
徴
収

さ
れ
た
金
額
が
概
算
で
約
６
６
５
０
万

円
、
支
給
対
象
児
が
制
度
創
設
時
か
ら

１
名
い
る
世
帯
で
総
額
１
５
３
万
円
。

ま
た
、
令
和
４
年
３
月
に
支
給
対
象
と

な
っ
た
世
帯
で
は
１
万
５
０
０
０
円
。

佐
藤
非
常
に
高
額
の
税
投
入
で
あ

り
、
も
ら
う
人
の
間
で
も
不

公
平
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
答
弁
を
受

け
、
市
長
に
は
安
易
な
財
政
出
動
を
伴

わ
な
い
市
政
運
営
を
行
う
覚
悟
を
伺
う
。

市
長
私
が
目
指
す
市
政
運
営
の
大

前
提
は
、
持
続
可
能
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
る
。
私
と
し
て

も
、
多
く
の
市
民
が
求
め
て
い
る
こ
と

は
実
施
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
も

の
の
、
財
政
力
の
裏
づ
け
が
な
け
れ
ば

実
施
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
財
政

状
況
が
す
ぐ
に
好
転
す
る
こ
と
が
見
通

せ
な
い
今
の
状
況
で
は
、
財
政
運
営
の

立
て
直
し
が
急
務
で
あ
る
た
め
、
歳
入

の
範
囲
内
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は

財
政
健
全
化
を
優
先
し
、
市
政
運
営
に

努
め
て
い
く
。

佐
さ と う

藤  信
のぶなり

成  議員
〔発言時間＝50分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
永
代
供
養
、
合
祀
・
合
葬
に
つ
い
て
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　意見書
手話を言語として普及できる
環境整備を求める意見書

【意見書の提出先】鹿嶋市長

　手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自
の語

ご い

彙や文法体系を持つ言語です。手話を使うろう者にとって、聞こえる人たち
の音声言語と同様に、大切な情報獲得とコミュニケーションの手段として大切に
守られてきました。2006年12月に採択された国連の障害者権利条約には｢手話
は言語｣であることが明記されており、日本においても、国内法の整備が進められ、
2011年8月に成立した｢改正障害者基本法｣において｢全て障害者は、可能な限り
言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確
保されるとともに、情報の取得又は利用のための手段についての選択の機会の拡
大が図られること。｣が定められております。また、同法第22条では、国・地方
公共団体に対して情報保障施策を義務づけており、市は、手話が音声言語と対等
な言語であることを広く住民に広め、さらには、子どもたちが言語を習得するた
めの手段として手話を学び、手話を通して言葉を獲得する方法を身につけ、手話
を言語として普及、研究することができる環境整備を整えることが必要であると
考えます。よって、本市議会は、手話が言語であるとの認識に基づき、手話言語
の理解と広がりをもって地域で支え合い、手話言語を使って安心して暮らすこと
ができる環境整備を整えるよう要請します。
　以上、意見書を提出いたします。

令和４年12月20日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県鹿嶋市議会

12月20 日  
市に意見書を提出しました！

意
見



井川町担当者から事業内容の説明を受け
る委員

井川町でソーラーシェアリング設備を視察
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鹿島港と同じく基地港湾に指定されてい
る能代港

先進地視察調査報告　都市経済委員会先進地視察調査報告　都市経済委員会
調査期間　　令和４年10月25日（火）、10月26日（水）
調  査  地　　秋田県能代市、秋田県井川町
調査事項　　次世代エネルギー（洋上風力発電事業）について（能代市）
　　　　　　ソーラーシェアリング（水田）について（井川町）

調査結果　　
　両自治体ともに意欲的にまちの未来を自分たちで創造
していく覚悟を感じることができました。一般的に湾岸
の事業や太陽光等のエネルギー事業は県や国の事業とし
て距離を置いてしまいがちになるところですが、市や町
として、これだけの想いとビジョン、そして準備をして
新しい未来を積極的に創っていくという情熱を持って想
いを発信していくことが、国や県、そして国民、市民を
動かしていく原動力になっていくのだということが感じ
られる視察でした。本市でも独自の洋上風力発電事業推
進ビジョンを策定したところですが、これは非常に重要
な取組であり、未来の施策を国や県が決定するにあたり
必ず生きてくる取組であると思います。今後は民間レベ
ルでの動きも期待されるところです。
　そして、農業政策においても市独自のビジョンが期待
されるところです。農業就労人口の減少と農業経営の大
規模化のマッチングが日本の農業の重要課題であります。
農業生産者の収入のアップと安定は、今回の視察内容を
含めた今までにない取組にいかにチャレンジしていくこ
とができるかにあると考えます。
　洋上風力発電事業及びソーラーシェアリング事業は、
ともに行政支援が重要であり、その中でもいかに民間活
力を掘り起こすような支援ができるかが鍵になると考え
ます。

能代港の説明を受ける委員
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小
池
み
よ
子

　
コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
コ
ロ
ナ
で
終
わ
っ

た
令
和
４
年
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
議
場
に
入
る
人
数

を
減
ら
し
た
り
、
一
般
質
問
の
時
間
を

制
約
し
た
り
と
議
会
活
動
、
議
員
活
動

な
ど
が
妨
げ
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
人
類
を
滅
ぼ
す
の
は
原
子
爆
弾
か
ウ

イ
ル
ス
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
侵
攻
。
あ
の
焼

け
た
だ
れ
た
ビ
ル
を
テ
レ
ビ
で
目
に
す

る
と
き
、
世
界
の
平
和
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
と
世
界

の
平
和
が
訪
れ
ま
す
よ
う
願
う
昨
今
で

あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

副
委
員
長　
　

舛　

井　

明　

宏

委　
　

員　
　

小　

池　

み
よ
子

委　
　

員　
　

宇　

田　

一　

男

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

委　
　

員　
　

内　

野　

敬　

仁

２月16日（木）次回定例会は

※変更の場合があります。詳細はＨＰでお知らせします。
　https://www.city.kashima.ibaraki.jp/site/19gikai/3297.html

開会予定です

　
　─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─

きかせて！あなたの夢

夢
に
向
か
っ
て

勉
強
の
毎
日

　

夢
は
、
医
療
関
係
の
仕

事
で
す
。
看
護
師
さ
ん
？ 

も
し
か
し
た
ら
お
医
者
さ

ん
か
も
。
き
っ
か
け
は
父

が
手
術
で
入
院
し
た
と

き
に
、
病
院
の
人
が
優
し

か
っ
た
か
ら
で
す
。
感
謝

し
て
ま
す
。
だ
か
ら
私
も

将
来
、
人
の
役
に
立
つ
仕

事
を
し
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

普
段
は
、
卓
球
や
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
イ
ラ
ス
ト
の

よ
う
な
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

を
し
た
り
、
お
友
達
と
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
す
る
の

が
楽
し
い
の
で
す
が
、
本

を
読
む
こ
と
も
大
好
き
で
、

医
療
関
係
の
本
も
読
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

最
近
は
、
夢
に
向
か
っ
て

勉
強
中
心
の
毎
日
で
す
。

　

鹿
嶋
市
は
、
鹿
島
神

宮
を
は
じ
め
紀
元
前
か
ら

の
歴
史
が
あ
り
、
楼
門
も

素
敵
で
、
城
山
公
園
の
桜

が
キ
レ
イ
な
と
こ
ろ
が
大

好
き
で
す
。
た
だ
、
登
下

校
の
途
中
に
ご
み
が
落
ち

て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
が

残
念
な
の
で
、
ク
リ
ー
ン

な
鹿
嶋
に
な
っ
て
ほ
し
い

な
っ
て
思
い
ま
す
。

　
人
の
優
し
さ
や
落
ち
て
い

る
ご
み
に
気
づ
け
る
悠
実
さ

ん
、
き
っ
と
思
い
や
り
の
深

い
医
療
従
事
者
に
な
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
ね
。

（
笹
沼
・
舛
井
）

鹿
島
小
学
校
６
年
生

鹿
島
小
学
校
６
年
生

　
　
　
　

大大お
お
つ
か

お
お
つ
か塚塚  

悠悠は
る
み

は
る
み実実

さ
ん
さ
ん

２/16（木）本会議：開会
20（月）・21（火）

・22（水）
本会議：一般質問
　※22日は予備日 

24（金）本会議：質疑・委員会付託
予算決算常任委員会

28（火）予算決算常任委員会
３/2（木）・3（金）

・6（月）予算決算常任委員会分科会
8（水）常任委員会 
10（金）予算決算常任委員会
14（火）本会議：委員長報告・討論・採決・閉会

請願と陳情って？
　「請願」と「陳情」は憲法で保障さ
れた国民の基本的権利であり、議
会を通して市政や県政、国政に意
見や要望を伝える制度です。年齢
や資格などの制限はありません。
請願の提出には１名以上の議員の
紹介が必要です。陳情の提出につ
いては議員の紹介は不要です。
詳しくは市議会ホーム
ページをご覧ください。

請
願
者

紹介議員（1名以上）

請
願
者

国・県

市

全
議
員

議　

長
（
受
理
）

委
員
会
（
審
査
）

本
会
議
（
採
決
）

議　
　

長

議
会
運
営
委
員
会

（
取
り
扱
い
を
協
議
）

本
会
議

（
担
当
の
委
員
会
へ

審
査
を
付
託
）

請
願
書

上
程 審

査
結
果

の
通
知

意見書
の送付

議決書
の送付

配
布
の
み

陳
情
書

陳
情
者

陳
情
者

次号の｢とびら｣は令和５年５月１日発行 予定です


